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案件番号１～24 現場で解体作業を行った変圧器 

案件番号 25 コンクリート製容器 

案件番号 26、27 地下埋設タンク 

案件番号 28 その他大型機器 

案件番号 29～34 低引火点成分混入 PCB油 

 

 

 

 



1 

 

 

 

 

 

案件番号１ 廃棄物種類：変圧器 処理事業所：大阪 

対象物および台数 ダイヘン製  1,250kVA 2台 

総重量：6,670kg  総油量：1,650L 

寸法：幅 1,900mm×奥行 2,665mm×高さ 2,530mm 

保管状況 地下３階電気室内で保管 

搬出ルート：地下駐車場を経由しカーリフト 

処理方針 ※２台のうち１台は実証試験として実施。保管場所で気化溶剤循環抜油方法の適

用、負圧式グリーンハウスの設置及び筐体からのコア抜出を実施した最初の事例。 

搬出用のマシンハッチがなく、搬出用カーリフトの積載重量をオーバーすること

から、保管事業場において現場解体を行い搬出。 

・抜油 

・付属品取外し 

・気化溶剤循環抜油 

・グリーンハウスの設置 

・フランジタイプの上部カバーを取り外し、コアを取り出し 

・搬出、運搬用容器にコアを収納し搬出 

作業実施時期 現場作業：H25.11.9～12.31 

JESCOへの搬入：H25年度 

処理完了：H25年度 

No. 問題点 対応策 

1 地上への搬出ルートが積載重量 2,500kg 以下の

カーリフトのみ。抜油、付属品取外し後の筐体重

量が積載重量をオーバー。 

気化溶剤循環抜油後、コア一式を抜き取り、搬出

用特注容器に収納し、カーリフトで地上に搬出。 

2 稼働中の分電盤等に囲まれた場所での作業とな

り、稼働中スイッチ類への接触によるビル停電の

危険性があった。 

スイッチ類すべてにキャップを取付けるととも

に、厳密な区画管理で接触を防止。 

3 対象物が稼働中電気設備の一番奥で保管。ルート

上に壁があり搬出不可。 

壁が構造壁でないことを確認し一時的に開口。 

4 搬出ルート上で変圧器筐体を回転させないと搬

出できなかった。 

変圧器筐体を回転させるための特殊治具を製作。 
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案件番号２ 廃棄物種類：変圧器 処理事業所：大阪 

対象物および台数 高岳製作所製  1,500kVA 1台 

総重量：7,700kg  総油量：1,970L 

寸法：幅 2,270mm×奥行 3,150mm×高さ 2,450mm 

保管状況 地上 16階電気室内で保管 

搬出ルート：マシンハッチ及び小型エレベーター 

処理方針 ※実証試験として実施。保管場所においてダイヤモンドワイヤーソーを活用し筐

体の切断、解体を実施した最初の事例。 

小さなマシンハッチ及び小型エレベーターでの搬出ルートしかないため、保管事

業場において現場解体を行い搬出。 

・抜油 

・付属品取外し 

・気化溶剤循環抜油 

・グリーンハウスの設置 

・ダイヤモンドワイヤーソーによる切断、解体作業 

作業実施時期 現場作業：H26.11.2～12.26 

JESCOへの搬入：H26年度 

処理完了：H26年度 

No. 問題点 対応策 

1 稼働中の分電盤等に囲まれた場所での作業とな

り、稼働中スイッチ類への接触によるビル停電の

危険性があった。 

スイッチ類すべてにキャップを取付けるととも

に、厳密な区画管理で接触を防止。 

2 作業に必要な電源をビル電源から確保する予定

であったが容量の関係で使用不可となった。 

 

作業用の発電機を持ち込むことで、期間中の電源

を確保。 

 

3 16 階までのマシンハッチの開閉がビルテナント

の関係で日中実施できなかった。 

資機材搬入・搬出及び廃棄物の搬出を全て夜間に

実施。 

 

4 作業スペースが狭く、天井の強度不足で吊具の取

り付けができない。また、エレベーター及びマシ

ンハッチが小さいことから門型クレーンの持ち

込みも不可だった。 

組み立て式門型クレーンを新たに製作し現場に

持ち込み作業を実施。 
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案件番号３ 廃棄物種類：変圧器 処理事業所：大阪 

対象物および台数 高岳製作所製  2,000kVA 1台 

総重量：9,750kg  総油量：2,750L 

寸法：幅 2,320mm×奥行 2,710mm×高さ 2,850mm 

保管状況 地下３階電気室内で保管 

搬出ルート：地下駐車場からのスロープ 

処理方針 電気室から地下駐車場への扉が狭いこと、地上へは地下駐車場からスロープで搬

出する必要があることから、保管事業場において現場解体を行い搬出する。 

・抜油 

・付属品取外し 

作業実施時期 現場作業：H27.10.19～20 

JESCOへの搬入：H27年度 

処理完了：H27年度 

No. 問題点 対応策 

1 取外しが必要な配管類がすべて溶接接続タイプ

であった。 

 

筐体側、配管側それぞれの切断部の密閉措置のた

め、閉止板を加工した蓋の使用を検討したが、事

業所搬入後の洗浄作業時の圧力に耐えられない

恐れがあることから、市販の配管継手（ストラブ

グリップ）を洗浄圧に耐えられるよう加工し密

閉。 
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案件番号４ 廃棄物種類：変圧器 処理事業所：東京 

対象物および台数 三菱電機製  10,000kVA 2台 

総重量：27,600kg  総油量：5,800L 

寸法：幅 2,200mm×奥行 5,450mm×高さ 3,250mm 

保管状況 地下２階電気室内で保管 

搬出ルート：機械室、地下倉庫を経由し、搬出用エレベーター 

ルート上最も狭い場所は機械室の扉幅 900mm 

処理方針 電気室から機械室への扉が小さいこと、貨物用エレベーター前のスペースが狭い

ことから、保管事業場において現場解体を行い搬出。 

・抜油 

・付属品取外し 

・気化溶剤循環抜油 

・グリーンハウスの設置 

・ダイヤモンドワイヤーソーによる切断、解体作業 

作業実施時期 現場作業：H28.1.12～7.29 

JESCOへの搬入：H28年度 

処理完了：H28年度 

No. 問題点 対応策 

1 事前にメーカーから入手した設計図面からは把

握できなかったポケットが筐体内に存在し、ポケ

ット中に PCB油が残留。切断・解体作業を進め

るまでは液の存在が確認できなかった。 

 

切断・解体作業を直ちに中止し、ポンプを現場に

持ち込んで PCB油を抜き取ったのち解体作業を

再開。 

負圧管理されたグリーンハウス内での作業のた

め、周辺への PCBの拡散はなく、また、PCB管

理区域レベル３相当の作業のため作業従事者は

化学防護服等の保護具を着用し、PCB 暴露対策

を実施。 
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案件番号５ 廃棄物種類：変圧器 処理事業所：大阪 

対象物および台数 ダイヘン製  400kVA 1台 

総重量：2,100kg  総油量：490L 

寸法：幅 1,600mm×奥行 1,120mm×高さ 1,870mm 

保管状況 地上 100mの電気室内で保管 

稼働中変圧器及びカバーのない高圧線に囲まれている 

搬出ルート：マシンハッチ等搬出口がなく、地上へは積載重量 1,150kg のエレベ

ーターのみ 

処理方針 壁面に開口部を開けステージを設置し、吊り下げて搬出することを提案したが、

保管事業者の強い希望により建築物には一切手を触れることができなかったた

め、保管事業場において解体作業を行い搬出。 

・抜油 

・付属品は溶接タイプで小型のため筐体切断時に切り取り 

・気化溶剤循環抜油 

・グリーンハウスの設置 

・ダイヤモンドワイヤーソーによる切断、解体作業 

作業実施時期 現場作業：H29.10.2～12.1 

JESCOへの搬入：H29年度 

処理完了：H29年度 

No. 問題点 対応策 

1 対象物が稼働中の高圧変電設備に近接して保管

されており、現場作業中での高圧活線や配電盤へ

の接触による感電事故の発生の恐れがあった。 

 

当初はアクリル板等の間仕切りの設置による感

電防止を検討したが、それでも接触による事故の

可能性が否定できなかったことから、対象物を電

気室手前の通路に移動し、負圧のグリーンハウス

を設置し解体作業を実施。その際、通路奥の電気

室へは日常的に点検に入る必要があることから、

グリーンハウスの形状を変更し、そのための経路

を確保。 

2 作業に必要な電源をビル電源から確保する予定

であったが容量の関係で使用不可となった。 

作業用の発電機を持ち込むことで、期間中の電源

を確保。 

3 JESCO事業所への搬入物の中に処理対象外部品

が混入した。 

 

これ以降の現場作業においては、切断・解体品を

収納する鉄箱の上部に、収納されている廃棄物の

写真を貼付し内容物を可視化することを標準化。 

事前に写真付きリストを JESCO 事業所に送付

することで、搬入後のライン投入の順番や手順を

見据えた搬入計画の策定が可能になり、処理を効

率化。 

※以降同様の対応をすべての案件で実施。 
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案件番号６ 廃棄物種類：変圧器 処理事業所：東京 

対象物および台数 三菱電機製 5,000kVA 3台 

総重量：20,700kg  総油量：5,300L 

寸法：幅 2,890mm×奥行 4,635mm×高さ 3,050mm 

保管状況 地下 6階電気室内で 3台とも現役電気設備として稼働中 

搬出ルート：貨物用エレベーターのみ 

処理方針 地上への搬出ルートが貨物用エレベーターのみで、抜油、付属品取外し後の筐体

寸法・重量がエレベーターの寸法・積載重量をオーバーするため、保管事業場に

おいて解体作業を行い搬出。 

・抜油 

・付属品取外し 

・気化溶剤循環抜油 

・グリーンハウスの設置 

・ダイヤモンドワイヤーソーによる切断、解体作業 

作業実施時期 現場作業：H30.1.9～5.31 

JESCOへの搬入：H29年度～30年度 

処理完了：H30年度 

No. 問題点 対応策 

1 現場作業着手直前まで変圧器が稼働していた。 

 

点検等の停電時と時期が合わない場合の作業前

の調査においては、漏電チェッカーの携行、ゴム

手袋の着用等漏電対策を講じ、混雑にならないよ

う入構人数を制限。 

2 不特定多数の人の出入りがある商業ビルのため、

施設内での危険物（PCB 油）の保管を消防から

禁止された。 

所管行政と協議の結果、外部危険物倉庫を別途手

配し、JESCO事業所への搬入までの間の保管場

所として届出。 



7 

 

 

  

案件番号７ 廃棄物種類：変圧器 処理事業所：大阪 

対象物および台数 日立製作所製  4,500kVA 2台 

総重量：16,900kg  総油量：4,000L 

寸法：幅 2,850mm×奥行 3,345mm×高さ 3,515mm 

保管状況 地下 6階電気室内で保管 

搬出ルート：貨物用エレベーターのみ 

処理方針 地上への搬出ルートが貨物用エレベーターのみで、抜油、付属品取り外し後の筐

体寸法・重量がエレベーターの寸法・積載重量をオーバーするため、保管事業場

において解体作業を行い搬出。 

・抜油 

・付属品取外し 

・気化溶剤循環抜油 

・グリーンハウスの設置 

・ダイヤモンドワイヤーソーによる切断、解体作業 

作業実施時期 現場作業：H30.1.9～5.31 

JESCOへの搬入：H29年度～30年度 

処理完了：H30年度 

No. 問題点 対応策 

1 作業に必要な電源をビル電源から確保する予定

であったが、容量の関係で使用不可となった。 

作業用の発電機を持ち込むことで、期間中の電源

を確保。 
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案件番号８ 廃棄物種類：水没変圧器 処理事業所：大阪 

対象物および台数 富士電機製 500kVA 1台 

総重量：3,146kg  総油量：漏洩のため 545L抜油済み 

寸法：幅 1,650mm×L1,170mm×高さ 1,740mm 

富士電機製 250kVA 1台 

総重量：1,954kg  総油量：漏洩のため 350L抜油済み 

寸法：幅 1,500mm×奥行 860mm×高さ 1,560mm 

保管状況 地下変電所で保管時に地上部の池の決壊により水没し破損、漏洩したため、鉄製

容器に収納された状態で、屋外コンテナ内で保管 

処理方針 重量、寸法共に JESCO 事業所受入基準内であるためそのままの搬出を予定して

いたが、発錆・劣化が著しく、運搬中の搖動により破損する可能性が高いことか

ら、保管事業場において解体作業を行い搬出。 

・屋外に仮設テントを設置し、テント内にグリーンハウスを設置 

・浸漬循環抜油 

・グリーンハウスの設置 

・ダイヤモンドワイヤーソーによる切断、解体作業 

作業実施時期 現場作業：H30.6.13～8.31 

JESCOへの搬入：H30年度 

処理完了：R1年度 

No. 問題点 対応策 

1 作業期間中台風の直撃を２回受けた。 

 

台風等の発生の可能性を考慮し、季節風対策の補強を行うと

ともに、防風柵を設置し補強し、その中にグリーンハウスを

設置。 

そのため、強風により周辺の木々で枝折れが多数発生したに

もかかわらず、テント下に水が入り込んだがグリーンハウス

内部への流入はなく、テント破損は発生せず作業への影響な

し。 

2 作業期間中外気温は連日 40度に迫る

猛暑で、屋外テント内は 50度を超え、

グリーンハウス内温度は 70度を超え

た。 

 

グリーンハウス内の作業従事者の熱中症を防止するため、作

業時間を 15分に限定し、作業途中であっても強制的に作業

を中止しグリーンハウスから退出させる措置をとり、通常時

より休憩時間を多く確保。また、グリーンハウス内作業によ

り上昇した体温を下げる措置として大型の送風機を複数台

用意し、また、血液を冷やすための冷却材も多数用意し体温

の上昇を防ぐ対応を実施。そのかいもあり、熱中症は発生せ

ず。 

3 変圧器の劣化が激しく発錆が激しか

ったため、JESCO処理施設搬入後の

洗浄工程への投入が不可。 

 

JESCO事業所と協議の結果、処理施設搬入後は真空加熱分

離装置に直投することとし、同装置に投入可能なサイズ・仕

様の専用容器を新たに製作し、保管場所で切断・解体品を容

器に収納し運搬。 
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案件番号９ 廃棄物種類：変圧器 処理事業所：東京 

対象物および台数 東芝製  定格容量：600kVA 3台 

総重量：4,200kg  総油量：950L 

寸法：幅 1,900mm×奥行 1,260mm×高さ 2,040mm 

保管状況 複合商業ビル地上４階事務室奥電気室内で保管 

対象物が稼働中の変圧器、電設盤の奥で保管 

搬出ルート：狭い通路を抜け貨物用エレベーター 

処理方針 地上まで搬出するには、900mm幅の扉を通過して貨物用エレベーターに乗せる必

要があり、保管事業場において解体作業を行い搬出。 

・抜油 

・付属品取外し 

・気化溶剤循環抜油 

・グリーンハウスの設置 

・ダイヤモンドワイヤーソーによる切断、解体作業 

作業実施時期 現場作業：H30.7.12～10.27 

JESCOへの搬入：H30年度 

処理完了：H30年度 

No. 問題点 対応策 

1 階下への作業中の騒音及び振動の懸念があった。 

 

すべての作業を営業時間終了時間（21 時以降）

の夜間作業に変更。 

使用する装置類の下にゴム板を敷設。 
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案件番号 10 廃棄物種類：変圧器 処理事業所：東京 

対象物および台数 東芝製  定格容量：600kVA 2台 

総重量：4,200kg  総油量：950L 

寸法：幅 1,900mm×奥行 1,260mm×高さ 2,040mm 

保管状況 複合商業ビル地上 8階屋外電気室内で保管 

対象物が稼働中の変圧器、電設盤の奥で保管 

搬出ルート：一般施設を抜けて貨物用エレベーター 

処理方針 地上まで搬出するには、一度 900mm 幅の扉を通過して屋内に入れ、貨物用エレ

ベーターに乗せる必要があることから、保管事業場において解体作業を行い搬出。 

・抜油 

・付属品取外し 

・気化溶剤循環抜油 

・グリーンハウスの設置 

・ダイヤモンドワイヤーソーによる切断、解体作業 

作業実施時期 現場作業：H30.9.8～12.10 

JESCOへの搬入：H30年度 

処理完了：H30年度 

No. 問題点 対応策 

1 屋外電気室へは一般施設を通る必要があり、保管

事業者から現場作業は 22時～翌朝５時までの深

夜に行うよう要請された。 

すべての現場作業を 22時から翌朝５時までで実

施する作業計画を策定。また深夜時間帯の作業の

ため、大きな音を出さないよう配慮。 
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案件番号 11 廃棄物種類：変圧器 処理事業所：東京 

対象物および台数 富士電機製  3,300kVA 2台 

総重量：9,900kg  総油量：1,950L 

寸法：幅 2,590mm×奥行 2,445mm×高さ 2,430mm 

保管状況 テナントビル地下 4階電気室内で保管 

対象物が稼働中の変圧器、電設盤の奥で保管 

搬出ルート：貨物用エレベーター 

処理方針 地下駐車場までのマシンハッチは使用可能であったが、駐車場から地上へのスロ

ープ（2階分）の勾配が急で変圧器を搬出するには床面にウィンチを取り付け、長

期間一般車両の通行を中止する必要があり断念。 

地上まではマシンハッチがないため貨物用エレベーターでの搬出に切り替えた

が、ルート上に 900mm 幅の扉を通る必要があることから、保管事業場において

解体作業を行い搬出。 

・抜油 

・付属品取外し 

・気化溶剤循環抜油 

・グリーンハウスの設置 

・ダイヤモンドワイヤーソーによる切断、解体作業 

作業実施時期 現場作業：H1.2.12～7.10 

JESCOへの搬入：H31年度 

処理完了：R1年度 

No. 問題点 対応策 

1 ビル所有者と廃棄物保管事業者が異なり、それぞ

れの作業に求める条件が異なった。 

意思疎通を図るために合同会議を何度も開催。 

2 新幹線高架横に搬出口があることから、道路占有

とクレーンの使用ができなかった。 

大型車両が停車可能な大通りで積み込みをする

こととし、トラック横までハンドリフト等で運

搬。 

3 対象物が電気室の一番奥で保管されており、稼働

中の変圧器、電気設備に隣接していた。このため、

稼働中スイッチ類への接触によるビル停電の危

険性があった。 

 

スイッチ類すべてにキャップを取付けるととも

に、稼働中の変圧器、電気設備前にパーテーショ

ンを設置し、厳密な区画管理で接触を防止。 
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※案件番号 12、案件番号 13については、もともとは別工程で作業を行う計画であったが、結果として合

わせて処理を行ったため、1枚のシートにまとめている。 

 

  

案件番号 12、13 廃棄物種類：変圧器 処理事業所：東京 

対象物および台数 東芝製  定格容量：600kVA 3台（案件番号 12） 

総重量：4,200kg  総油量：950L 

寸法：幅 1,900mm×奥行 1,260mm×高さ 2,040mm 

東芝製  定格容量 3,000kVA 2台（案件番号 13） 

総重量：15,200kg  総油量：3,750L 

寸法：幅 2,800mm×奥行 2,500mm×高さ 3,100mm 

保管状況 複合商業ビル地下 2階倉庫で保管 

同倉庫内に小型変圧器 3台、大型変圧器 2台のほか、施設内で使用済みとなった

多量の電気設備・機器（非 PCB）を保管 

搬出ルート：幅 900mmの扉を抜け機械室を経由して貨物用エレベーター 

処理方針 倉庫から搬出するには、900mm幅の扉を通過するとともに漏洩防止用約 600mm

の堤を乗り越える必要があることから、保管事業場において解体作業を行い搬出。 

・抜油（H30年度に実施） 

・付属品取外し 

・気化溶剤循環抜油 

・グリーンハウスの設置 

・ダイヤモンドワイヤーソーによる切断、解体作業 

作業実施時期 現場作業：R1.7.16～R2.2.28（同一倉庫に保管の 5台同時作業） 

JESCOへの搬入：R1年度（PCB油はH30年度に実施） 

処理完了：R1年度 

No. 問題点 対応策 

1 狭い倉庫に変圧器大小５台に加え、施設内で使用

済みとなった電気設備類（非 PCB）が多量に保

管されていた。 

多量の電気設備類を倉庫から出した後、作業する

順番を決め、ミリ単位で変圧器を動かしてスペー

スを作りながら作業を実施。 

2 大型変圧器のうちの１台の放圧装置が天井ダク

トに接触し、吊り上げや移動ができなかった。 

 

空調業者と取外し・移設についての協議を数度に

わたり実施し、流量計算により接触している部分

のみの取外しであれば影響がないことが分かり、

作業終了までの間、一部を取外し。 

3 倉庫床面と廊下床面の高さは同一であるが、漏洩

防止のための堤が存在し資機材の搬出入・廃棄物

の搬出が困難であった。 

廊下から倉庫内までステージを設置し、廊下側に

スロープ、倉庫内にクレーンを設置。 

4 対象物すべてが幅 900mm の扉の奥の倉庫内で

保管されており、作業全てを倉庫内で実施する必

要があった。 

変圧器の大小に関らず５台すべて切断、解体する

必要があることから、倉庫全体にグリーンハウス

を設置。 
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案件番号 14 廃棄物種類：変圧器 処理事業所：北海道 

対象物および台数 日新電機製  定格容量 10,000kVA １台 

総重量：38,500kg  総油量：8,500L 

寸法：幅 4,550mm×奥行 5,170mm×高さ 4,340mm 

保管状況 石油化学工場敷地内一番奥の専用倉庫で保管 

処理方針 抜油、付属品取外しを行っても JESCO 事業所の受入基準の重量、寸法をオーバ

ーするため、保管事業場において解体作業を行い搬出。 

・抜油 

・付属品取外し 

・気化溶剤循環抜油 

・グリーンハウスの設置 

・ダイヤモンドワイヤーソーによる切断、解体 

作業実施時期 現場作業：R1.10.15～R2.3.22 

JESCOへの搬入：R1年度 

処理完了：R1年度 

No. 問題点 対応策 

1 古い倉庫で電源が喪失していた。 隣接する施設から分電盤で電源を確保。 

2 保管場所（工場内）で作業を実施する間に何度か

工場内で災害等（変圧器解体作業によるトラブル

ではない）が発生し、その度に工場内の携行品や

保護具等の着用・携行ルールが変更になり対応が

必要になった。 

工場安全管理者の指導により、ゴーグル着用、ガ

スマスク携行の措置を追加。 

3 イムノクロマト分析法で使用する溶剤が気温低

下により固化を始めた。 

 

溶剤を温めながら使用。 

※以降、作業場所・時期にかかわらず対応できる

ように準備。 
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案件番号 15 廃棄物種類：変圧器 処理事業所：東京 

対象物および台数 三菱電機製  7,500kVA ２台 

総重量：26,300kg  総油量：6,100L（保管事業者により抜油済み） 

寸法：幅 2,980mm×奥行 5,040mm×高さ 3,460mm 

保管状況 地下 5階電気室内の一番奥のスペースで保管 

搬出経路上に稼働中の電気設備、空調設備等が設置 

セキュリティーが厳重な施設のため入場制限が厳しい 

搬出ルート：稼働中の電気設備を通過し、幅 900mm の扉を抜け貨物用エレベー

ター 

処理方針 マシンハッチは設置されているが、地上まで約 60mの距離があるため、途中複数

個所に中継設備を設置する必要があること、１階出口部分に後設の工作物がある

こと、吊り上げクレーンを設置するには１階の天井高が不足することから、保管

事業場において解体作業を行い搬出。 

・残油確認及び抜油 

・付属品取外し 

・気化溶剤循環抜油 

・グリーンハウスの設置 

・ダイヤモンドワイヤーソーによる切断、解体作業 

作業実施時期 現場作業：R1.10.1～R2.3.23 

JESCOへの搬入：R2年度 

処理完了：R2年度 

※予算の都合上、現場作業費・無害化処理費を２か年に分散。 

No. 問題点 対応策 

1 大型変圧器のうちの１台の放圧装置が天井ダク

トに接触し吊り上げや移動ができなかった。 

 

空調会社と取外し・移設について協議が繰り返さ

れ、流量計算により接触している部分のみの取外

しであれば影響がないこととなり、作業終了まで

の間、一部を取外し。 

2 作業する電気室内天井の吊り下げ式蛍光灯が、切

断・解体時に設置するグリーンハウスの高さに干

渉することが判明した。 

グリーンハウス設置エリア内の蛍光灯をすべて

撤去。ただし、作業時の明かりを確保する必要が

あったことから、防爆型の照明を持ち込み、作業

スペース全体の照度を確保。 

3 稼働中の分電盤等に囲まれた場所での作業とな

り、稼働中スイッチ類への接触によるビル停電の

危険性があった。 

スイッチ類すべてにキャップをとりつけるとと

もに、厳密な区画管理で接触を防止。 
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案件番号 16 廃棄物種類：変圧器 処理事業所：東京 

対象物および台数 東芝製  定格容量：600kVA 2台 

総重量：4,200kg  油量：950L 

寸法：幅 1,900mm×奥行 1,260mm×高さ 2,040mm 

保管状況 複合商業ビル地上 17階電気室内で保管 

電気室が宿泊フロアにあり、対象物が稼働中の変圧器、電設盤の奥で保管され区

画壁で隔離 

搬出ルート：客室廊下を経由し貨物用エレベーター 

処理方針 貨物用エレベーターまで 900mm 幅の扉を通過する必要があることから、保管事

業場において解体作業を行い搬出。 

・抜油 

・付属品取外し 

・気化溶剤循環抜油 

・グリーンハウスの設置 

・ダイヤモンドワイヤーソーによる切断、解体作業 

作業実施時期 現場作業：R2.9.8～12.11 

JESCOへの搬入：R2年度 

処理完了：R2年度 

No. 問題点 対応策 

1 保管場所である電気室があるフロアに一般の施

設があった。 

フロア全体を貸し切り、当該施設を活用。 

2 階下にも一般の施設があり騒音及び振動の懸念

があった。 

使用する装置類の下にゴム板を敷設。 



16 

 

 

  

案件番号 17 廃棄物種類：変圧器（筐体） 処理事業所：東京 

対象物および台数 東芝製  定格容量：12,000kVA 3台 

総重量：84,600kg  総油量：26,750L（保管事業者により抜油済み） 

寸法：幅 4,510mm×奥行 4,510mm×高さ 5,900mm 

 

PCB 製造禁止、後保管場所で PCB 油の抜油と付属品取外しが行われ、製造メー

カーの工場に移動。 

（上部カバー） 

重量：6,200kg 

寸法：幅 3960mm×奥行 2,800mm×高さ 1,560mm 

（下部タンク） 

重量：36,600kg（中身重量 28,500kg） 

寸法：幅 3,300mm×奥行 4,000mm×高さ 3,000mm 

保管状況 上部カバー3基、下部タンク 3基のほか、PCB油ドラム缶 400本、付属品（コン

サベータ、放熱装置、配管類）167個（案件番号 18、19、20）を屋外専用倉庫で

保管 

処理方針 PCB油はH20年度～22年度にかけて JESCO事業所に計画的に搬入し処理。 

付属品のうち JESCO事業所の受入基準に合致するものは、H27年度～29年度に

かけて計画的に搬入し処理。 

受入基準をオーバーするものは、保管事業場において解体作業を行い搬出。 

・抜油（残油確認） 

・気化溶剤循環抜油 

・グリーンハウスの設置 

・ダイヤモンドワイヤーソーによる切断、解体 

作業実施時期 現場作業：R2.11.9～R3.11.18 

JESCOへの搬入：R3年度 

処理完了：R3年度 

No. 問題点 対応策 

1 寸法が大きく抜油後であっても筐体底部に想定

程度の残油が存在する可能性があった。 

作業計画策定時にファイバースコープを利用し

内部を確認。 

2 過去に震災被害にあった変圧器の現場処理が行

われた際にウエス等が本体に封入されていたケ

ースがあったことから、保管場所で一部解体され

た当該変圧器も同様に汚染物等が封入されてい

る可能性があった。 

ファイバースコープによる内部確認の結果、筐体

内に高濃度 PCB使用コンデンサー及びその他汚

染物が入れられていることが判明。このため、作

業計画において、気化溶剤循環抜油の前に、汚染

物等の取出しを行う手順に変更。 

3 筐体、中身が大きいため、通常の気化溶剤循環抜

油作業では隅々まで気化した溶剤が行き届かず、

効果が上がらない可能性があった。 

気化溶剤循環抜油装置を 2 台接続し噴霧口を 2

か所にして作業を実施。 
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案件番号 18 廃棄物種類：変圧器付属品及び配管（73個） 処理事業所：東京 

対象物および台数 気中開閉器 9個、ラジエーター8個、ブッシング 5 本、コンサベータ 3個、負荷時

タップ切替装置用コンサベータ 3個、配管類 45個 

保管状況 上部カバー3基、下部タンク３基のほか、PCB油ドラム缶 400本、付属品（コンサ

ベータ、放熱装置、配管類）167個（案件番号 18、19、20）を屋外専用倉庫で保管 

処理方針 付属品のうち JESCO事業所の受入基準に合致するものは、H27年度～29年度にか

けて計画的に搬入し処理。 

受入基準をオーバーするものは、保管事業場において解体作業を行い搬出。 

作業実施時期 JESCOへの搬入：H27年度  処理完了：H27年度 

No. 問題点 対応策 

1 既に取り外されていた付属品・配管類の先行搬出

のみのため特に問題はなかった。 

 

案件番号 19 廃棄物種類：変圧器付属品及び配管（62個） 処理事業所：東京 

対象物および台数 上部カバー1個、窒素タンク 1 個、ブッシング 6本、負荷時タップ切替装置 3個、

配管類 51個 

保管状況 上部カバー3基、下部タンク 3基のほか、PCB油ドラム缶 400本、付属品（コンサ

ベータ、放熱装置、配管類）167個（案件番号 18、19、20）を屋外専用倉庫で保管 

処理方針 付属品のうち JESCO事業所の受入基準に合致するものは、H27年度～29年度にか

けて計画的に搬入し処理。 

受入基準をオーバーするものは、保管事業場において解体作業を行い搬出。 

作業実施時期 JESCOへの搬入：H28年度  処理完了：H28年度 

No. 問題点 対応策 

1 既に取り外されていた付属品・配管類の先行搬出

のみのため特に問題はなかった。 

 

案件番号 20 廃棄物種類：変圧器付属品及び配管（32個） 処理事業所：東京 

対象物および台数 対象物：上部カバー2基、配管類 30個 

保管状況 上部カバー2基、下部タンク 2基のほか、PCB油ドラム缶 400本、付属品（コンサ

ベータ、放熱装置、配管類）167個（案件番号 18、19、20）を屋外専用倉庫で保管 

処理方針 付属品のうち JESCO事業所の受入基準に合致するものは、H27年度～29年度にか

けて計画的に搬入し処理。 

受入基準をオーバーするものは、保管事業場において解体作業を行い搬出。 

作業実施時期 JESCOへの搬入：H28年度  処理完了： H28年度 

No. 問題点 対応策 

1 既に取り外されていた付属品・配管類の先行搬出

のみのため特に問題はなかった。 
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案件番号 21 廃棄物種類：変圧器 処理事業所：東京 

対象物および台数 東芝製  定格容量：1,000kVA 2台 

総重量：8,370kg 総油量：2,230L（保管事業者により抜油済み） 

寸法：幅 2,125mm×奥行 1,670mm×高さ 2,700mm 

保管状況 ビル地下 4階電気室内に保管 

作業計画時点では稼働中の変圧器、電設盤に隣接した場所にて保管 

作業実施前にビルの解体工事が始まったため、電源、照明がない状態 

搬出ルート：地下機械室を経由し、カーリフト 

処理方針 H17 年度頃から保管事業場で変圧器を解体し搬出する計画を提案してきたが、保

管事業者の担当者の度重なる交代や作業に係る費用への理解が得られず計画が頓

挫。 

H30 年度に入りエリアの再開発に伴うビル解体日程が決まったため、エリア再開

発・ビル解体工程を踏まえた変圧器搬出計画を立案し、実施。 

・残油確認及び抜油 

・付属品取外し 

・浸漬・液循環抜油 

作業実施時期 現場作業：R3.6.1～7.16 

JESCOへの搬入：R3年度 

処理完了：R3年度 

No. 問題点 対応策 

1 当初は抜油・付属品を取り外した後、カーリフト

を使って搬出する計画だったが、先にビル解体が

着手され、ビルの電源が喪失したことでカーリフ

トの使用が不可となった。 

マシンハッチもないため、建築物解体・撤去後に

搬出用の穴を変圧器横まで開けて吊り上げて搬

出することが提案されたが保管事業者の同意が

得られなかったため、カーリフトの籠を撤去しシ

ャフトに櫓を組んで吊り出す方法に計画を変更。 

2 ビル解体工事の着工により電源が喪失した。 作業に必要な電源を確保するため地下 4 階に作

業用の発電機を持ち込むことで、期間中の電源を

確保すると共に、防爆型照明を設置し明かりを確

保。 

3 電源の喪失に伴い、換気空調も停止していた。 酸欠防止策として地下 4 階まで給気管を引き込

むと共に、酸素計を設置して濃度管理を実施。 
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案件番号 22 廃棄物種類：整流器付き変圧器 処理事業所：北海道 

対象物および台数 三菱電機製  定格容量：3,670kVA整流器付き変圧器 1台 

総重量：12,700kg 総油量：3,900L 

寸法：幅 3,030mm×奥行 1,030mm×高さ 3,110mm 

※変圧器内の油は低濃度 PCB であったが、整流器内の油が高濃度 PCB

（9,700mg/kg） 

保管状況 工場内 PCB廃棄物集積場で屋外保管 

処理方針 銘板情報では高濃度品ではなかったが、保管事業者が PCB 含有分析を行った結

果、変圧器部は低濃度 PCB廃棄物、整流器が高濃度 PCB廃棄物であると判明。 

保管場所において、変圧器部と整流器部に分割し、高濃度 PCB廃棄物である整流

器のみ JESCO事業所に向けて搬出。 

運搬時に破損の恐れがあったコンサベータ―と冷却器を分割作業時に取り外し。 

・抜油 

・コンサベータ取外し 

・冷却器取外し 

作業実施時期 現場作業：R3.10.13～10.23 

JESCOへの搬入：R3年度 

処理完了：R3年度 

No. 問題点 対応策 

1 フランジで連結された変圧器と整流器を切り離

す作業のみで特段の問題はなし。 
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案件番号 23 廃棄物種類：海外製変圧器の連結タイプ 処理事業所：豊田 

対象物および台数 WESTINGHOUSE製 リアクトル連結型変圧器 1台 

（JESCO搬入時は変圧器、リアクトル各 1台で 2台） 

① 変圧器  1,075kVA 

総重量：18,060lb（ポンド）（キログラム換算では 8,192kg） 

総油量：725gal（ガロン）（リットル換算では 2,744L） 

寸法：幅 3,000mm×奥行 2,100mm×高さ 3,000mm 

② リアクトル  1,130kVA 

総重量：31,150 lb （キログラム換算では 14,129kg） 

総油量：1,120 gal （リットル換算では 4,240L） 

寸法：幅 3,000mm×奥行 1,800mm×高さ 3,000mm 

※溶接タイプのブッシング・配線カバーで連結 

保管状況 稼働中工場地下１階電気室内に保管 

当該変圧器の廃棄保管後に新規電気設備を設置したため、一部はマシンハッチス

ペースを浸食 

搬出ルート：稼働中電気設備を経由し、マシンハッチの一部を開口し、クレーン

で吊り出し 

処理方針 マシンハッチは存在するが、工場稼働中は原材料等の仮置場として使用しており

常時使用は不可。また、マシンハッチ下に稼働中電気設備が設置されており、マ

シンハッチの完全開口は不可のため、保管事業場で解体作業を行い搬出。 

・連結部の切り離し  ・抜油  ・付属品取外し  ・補強材切り取り 

作業実施時期 現場作業：R3.8.24～9.30 ※地上への搬出：R3.9.30、R3.10.21 

JESCOへの搬入：R3年度 

処理完了：R3年度 

No. 問題点 対応策 

1 対象物周辺、搬出経路上に稼働中の電気設備、

活線が存在した。 

電気設備、活線を養生し、感電防止。 

2 既設マシンハッチが全開できないこと、活線に

より地下搬出路の高さに制限が生じた。 

 

海外製変圧器であったが、国内変圧器メーカーの協

力を得て、取り外し可能な部品及び切り取り可能な

補強材を検討し、寸法の制約をクリア。 

3 長期保管を見据えて転倒防止のため対象物を

床面にコンクリートで固定していた。 

 

床面と機器を切り離し、JESCO事業所で処理が困

難なコンクリートは可能な限り除去。また、切り離

した後の対象物の安定性を確保するため、事業所で

もハンドリング可能なトレイを新たに設計・製作

し、運搬に使用。 

4 付属品が溶接接続タイプであった。 

 

当初市販の配管継手（ストラブグリップ）での閉止

を検討したが、搬入後の事業所内の洗浄工程によ

り、変圧器にかかる圧力に耐えられないおそれがあ

ると判断されたため、切断後の密閉措置はすべて金

属パテ（ベロメタル）を使用する方法に変更。 
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案件番号 24 廃棄物種類：変圧器 処理事業所：東京 

対象物および台数 東芝製  定格容量：2,000kVA 2台 

総重量：13,400kg  総油量：3,900L 

寸法：2,880mm×奥行 2,740mm×高さ 2,885mm 

保管状況 駅地下街直結商業ビル地下 3階電気室で保管 

中央制御室、機械設備の奥の電気室で保管 

搬出ルートは、幅 900mmの通路を経由し、貨物用エレベーター 

処理方針 マシンハッチがなく地上までは貨物用エレベーターのみとなるが、電気室までの

通路で一番狭い箇所が幅 900mm のため、保管事業場において解体作業を行い搬

出。 

・抜油 

・付属品取外し 

・気化溶剤循環抜油 

・ダイヤモンドワイヤーソーによる切断、解体作業 

作業実施時期 現場作業：R3.11.1～R4.3.25 

JESCOへの搬入：R3年度～R4年度 

処理完了：R4年度 

No. 問題点 対応策 

1 対象物の周辺に稼働中変圧器、ビル清掃事務所が

あり作業スペースが確保できなかった。 

ビル清掃事務所を作業開始前に一時的に移動。 

2 他の案件との搬入調整のため、搬出までの間、一

時的に解体物を保管する必要が生じた。 

消防と協議し、ビル地下 2階の空きテナントスペ

ースを仮置場として利用。 
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案件番号 25 廃棄物種類：PCB汚染コンクリート 処理事業所：北海道 

対象物及び台数 PCB廃棄物を収納・保管していたコンクリート製容器 3基 

重量：2,500kg 

寸法：幅 1,200mm×奥行 1,200mm×高さ 1,200mm 

板厚：底面 150mm 側面 100mm 

※表層から 60mm～80mmの位置に鉄筋 

保管状況 保管事業場の一番奥の倉庫内で保管。 

収納・保管されていた PCB廃棄物は処理済み。 

処理方針 当初所管行政からすべて高濃度由来として全量を JESCO 北海道 PCB 処理事業

所で処理するよう保管事業者に指示。 

一方、同事業所は、増え続ける安定器処理を優先させる必要があること、プラズ

マ溶融炉に投入するには 1 片 150mm以下、5kg以下でないと投入が困難である

ことから、保管事業場で高濃度と低濃度を仕分け、投入可能な荷姿に整える作業

を行うことを行政に提案、合意し、分別作業を実施。 

・容器を板状に切断 

・事前分析により汚れの著しい部分のコア抜きを行い PCBの浸透状況を把握 

・分析の結果、側板は 60mm、底板は 80mmまでが高濃度汚染物と判明 

・吸引装置付き工具を使用し高濃度汚染部を切削し 5kgごとにビニール袋に収納 

作業実施時期 現場作業：R3.7.7～10.29 

JESCOへの搬入：R4年度 

処理完了：R4年度 

No. 問題点 対応策 

1 保管事業場の一番奥の倉庫に保管されていたた

め、入場登録の手続きが煩雑であること、また、

倉庫までの移動について、安全に留意する必要が

あった。 

保管事業者と協議し、構内作業業者に準じた入場

手続きで実施。 

構内ルール教育を受講し、作業員の安全確保を徹

底。 

2 高濃度部の切削作業により発生する粉じんが多

く、グリーンハウス内の視界が低下した。 

粉じんの吸引能力を上げるため、吸引能力を強化

した装置へ変更。 
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案件番号 26 廃棄物種類：地下埋設タンク 処理事業所：北海道 

対象物及び台数 PCB油を保管していた鉄製地下埋設タンク 1基 

重量：1,253kg 

寸法： 奥行 3,800mm×直径 1,900mm 

保管状況 工場敷地一番奥の地下に PCB油（低濃度）を埋設保管 

PCB油は先行して処理されてタンクのみが地中に残置 

処理方針 タンクを地上に掘り出したのち、残留 PCB及び壁面付着 PCBを抜き取り、タン

クの切断、解体。 

・地上への掘り出し（保管事業者で実施） 

・屋外テント、グリーンハウスの設置 

・シャワーリング洗浄によるタンク内残留油と壁面付着 PCBの抜き取り 

・ダイヤモンドワイヤーソーによる切断、解体作業 

作業実施時期 現場作業：H28.10.31～12.23 

JESCOへの搬入：H28年度 

処理完了：H28年度 

No. 問題点 対応策 

1 外国にある本社との調整のため、社内決裁に通常

の２倍以上の時間を要した。 

計画案の策定、各種行政手続きを前倒しで進めな

がら並行して協議し、事業を実施。 

2 降雪が想定される時期の作業となり、設置した屋

外仮設テントの耐雪が懸念された。 

安全性の確保を前提で各作業を前倒しで進める

よう日々の作業を延長しながら実施し、期間を短

縮。 

※以降の屋外作業では降雪、強風も考慮した強度

を確保するテントを設計・設置。 
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案件番号 27 廃棄物種類：地下埋設タンク 処理事業所：東京 

対象物及び台数 PCB油を保管している鉄製地下埋設タンク 1基 

重量：3,000kg 総油量：5,400L 

寸法： 奥行 4,580mm×直径 1,600mm 

保管状況 市街地内にある倉庫内地下に埋設保管 

保管場所の周囲は個人住宅や工場、倉庫 

処理方針 PCB油を抜き取り、タンクを地上に掘り出したのち、残留 PCB及び壁面付着 PCB

を抜き取り、タンクを切断、解体。 

・移動式抜油装置による抜油 

・地上への掘り出し（保管事業者で実施） 

・屋外テント、グリーンハウスの設置 

・シャワーリング洗浄によるタンク内残留油と壁面付着 PCBの抜き取り 

・ダイヤモンドワイヤーソーによる切断、解体作業 

作業実施時期 現場作業：H29.10.12～12.16 

JESCOへの搬入：H29年度 

処理完了：H29年度 

No. 問題点 対応策 

1 変圧器用抜油装置を地下からの抜き取り作業に

転用するため、比重が重い PCBの抜き取り効率

が悪くなることが想定された。 

抜油前にタンク上部のコンクリートを除去し、抜

油装置をタンク上部に直接設置し作業を実施。 

2 タンク掘り出しに伴うコンクリート除去作業時

の振動に対する苦情が住民から寄せられた。 

丁寧な作業の実施を作業員に指示。また、住民に

も理解をいただくため、作業内容等を丁寧に説

明。 



25 

 

 

  

案件番号 28 廃棄物種類：その他大型機器 処理事業所：豊田 

対象物及び台数 現場解体（切断）作業対象：シャフト状機器（PCB油が充填）大小各 1台 

大：直径 450mm×長さ 4,250mm、重量 3,390kg 

小：直径 200mm×長さ 3,900mm、重量 445kg 

その他大型機器（現場解体作業は不要であった） 

付属タンク 直径 500mm×高さ 1,300mm 重量 435kg 1台 

漏洩変圧器入り保管容器 幅 1,755mm×奥行 1,760mm×高さ 2,175mm 

重量 1,180kg 1台 

油ろ過機 幅 1,700mm×奥行 1,450mm×高さ 1,420mm 重量 1,121kg 1台 

保管状況 倉庫内のトレイ上に保管 

処理方針 保管倉庫内にグリーンハウスを設置 

液循環洗浄抜油 

ダイヤモンドワイヤーソーによるシャフト切断・解体 

大シャフトは 3 分割に切断し鉄箱（外寸幅 1,160mm×奥行 880mm×高さ

970mm）に収納 

小シャフトは 2 分割に切断し鉄箱（外寸幅 1,160mm×奥行 880mm×高さ

970mm）に収納 

作業実施時期 現場作業：H31.2.24～H31.3.22 

JESCOへの搬入：H30年度 

処理完了：H30年度 

No. 問題点 対応策 

1 受入基準寸法を超過していた。 受入基準内に納まるよう、現地での切断解体作

業を実施。 

2 用途、内部構造が不明で PCBが残留している可

能性があった。 

充填油を抜き取り分析を実施したところ、PCB

濃度 100%(KC300)であることが判明。 

液循環洗浄後、切断解体作業を実施。 
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案件番号 29 廃棄物種類：低引火点成分混入 PCB油 処理事業所：北九州 

対象物及び台数 ※実証試験として実施。保管場所において移動式蒸留装置を用いて蒸留・分離作

業を実施した最初の事例。 

低引火点成分が混入している PCB油１本 

重量：176kg PCB濃度：710,000mg/kg 

引火点：（作業前）63℃ → （作業後）81℃ 

保管状況 屋外倉庫内にドラム缶で保管 

処理方針 移動式蒸留装置で低引火点成分を除去 

作業実施時期 現場作業：H30.3.22～3.29 

JESCOへの搬入：H30年度 

処理完了：H31年度 

No. 問題点 対応策 

1 事前調査時に確認できなかったドラム缶底部の

スラッジがあり、PCB 油をドラム缶から装置へ

移送する工程において底部のおが屑が攪拌され、

ストレーナーに夾雑物が詰まる事象が頻発した。 

ストレーナーを頻繁に交換、清掃し油を抜き取

り。 

※以降の作業においては、事前確認時に油中の浮

遊物の確認だけでなく、底部滞留スラッジの有無

も確認し蒸留作業を実施。 

案件番号 30 廃棄物種類：低引火点成分混入 PCB油 処理事業所：北九州 

対象物及び台数 低引火点成分が混入している PCB油 1本 

重量：204kg PCB濃度：27,000mg/kg 

引火点：（作業前）68℃ → （作業後）112℃ 

保管状況 屋外倉庫内にドラム缶で保管 

処理方針 移動式蒸留装置で低引火点成分を除去 

作業実施時期 現場作業：H30.4.16～4.28 

JESCOへの搬入：H30年度 

処理完了：H30年度 

No. 問題点 対応策 

1 特段の問題は発生しなかった。  
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案件番号 32 廃棄物種類：低引火点成分混入 PCB油 処理事業所：豊田 

対象物及び台数 （作業前） 

低引火点成分が混入している PCB油 9本 

重量：2,089kg（ドラム缶重量込み合計） PCB濃度：93,000～690,000mg/kg 

引火点：-10～64℃ 

（作業後） 

高濃度 PCB油 6本 

重量：1,362.7kg（ドラム缶重量込み合計） 

引火点：71～83℃ 

保管状況 屋外倉庫内にドラム缶で保管 

処理方針 移動式蒸留装置で低引火点成分を除去 

作業実施時期 現場作業：R1.10.28～12.26 

JESCOへの搬入：R2年度 

処理完了：R2年度 

No. 問題点 対応策 

1 特段の問題は発生しなかった。  

案件番号 31 廃棄物種類：低引火点成分混入 PCB油 処理事業所：北九州 

対象物及び台数 （作業前） 

低引火点成分が混入している PCB油 17本 

重量：2,280.8kg（ドラム缶重量込み合計） PCB濃度：5,200～330,000mg/kg 

引火点：<6～62℃ 

（作業後） 

高濃度 PCB油 8本 

重量：1,116.1kg（ドラム缶重量込み合計） 

引火点：72～80℃ 

保管状況 屋外倉庫内にドラム缶で保管 

処理方針 移動式蒸留装置で低引火点成分を除去 

作業実施時期 現場作業：H30.5.14～7.26 

JESCOへの搬入：H30年度 

処理完了：H30年度 

No. 問題点 対応策 

1 特段の問題は発生しなかった。  
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案件番号 33 廃棄物種類：低引火点成分混入 PCB油 処理事業所：大阪 

対象物及び台数 （作業前） 

低引火点成分が混入している PCB油 6本 

重量：1,316kg（ドラム缶重量込み合計） PCB濃度：13,000～700,000mg/kg 

引火点：4.5～61℃ 

（作業後） 

高濃度 PCB油 6本 

重量：1,053.3kg（ドラム缶重量込み合計） 

引火点：78～119℃ 

保管状況 屋外倉庫内にドラム缶で保管 

処理方針 移動式蒸留装置で低引火点成分を除去 

作業実施時期 現場作業：R2.11.1～12.6 

JESCOへの搬入：R2年度 

処理完了：R2年度及び R3年度 

No. 問題点 対応策 

1 特段の問題は発生しなかった。  

案件番号 34 廃棄物種類：低引火点成分混入 PCB油 処理事業所：北海道 

対象物及び台数 （作業前） 

低引火点成分が混入している PCB油 1本 

重量：89.9kg（ドラム缶重量込み合計） PCB濃度：570,000mg/kg 

引火点：-10℃ 

（作業後） 

高濃度 PCB油 1本 

重量：91.6kg（ドラム缶重量込み合計） 

引火点：91℃ 

保管状況 屋外倉庫内にドラム缶で保管 

処理方針 移動式蒸留装置で低引火点成分を除去 

作業実施時期 現場作業：R4.1.17～2.3 

JESCOへの搬入：R4年度 

処理完了：R4年度 

No. 問題点 対応策 

1 特段の問題は発生しなかった。  
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過去に     事業所に搬入され
た変圧器本体の中に、被災時の
応急措置時に発生した汚染物が
ビニールに封入され収納されて
いたケースがあったことから、
保管場所で解体された経 があ
る当該変圧器も同様に汚染物等
が封入されている可能性があっ
たことから、事前調査の段階で
ファイバースコープによる確認
調査を実施した。
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

2台目

新上蓋取外し第2倉庫(西)へ移動(1台目)
第2倉庫(中央)(内)へ移動(2台目)

トランス養生 仮上蓋切断 内部点検 第2倉庫(中央)(内)設置(2台目)

第2倉庫(中央)前へ移動(2台目) （切断） （新上蓋取替）

装置運転(1台目) 配管取外し 配管接続(2台目) 装置運転(2台目)

イムノクロマト法（2回/日）

トランス切断(1台目)

★切断後仮上蓋入れ込み

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

公
定
法

公
定
法

公
定
法

上
部
蓋
解
放
時
作
業

環
境
測
定

公
定
法

G
/
H

(

内

)

作
業

環
境
測
定

公
定
法

公
定
法

公
定
法

第
2
倉
庫

(

中
央

)

作
業
環
境
測
定

公
定
法

公
定
法

公
定
法

公
定
法

現場搬出入
(汚染物用)

■
1
0

■
1
0

●
1
0

◎
1
0

■
1
0

●
1
0

◎
1
0

●
1
0

■
1
0

◎
1
0

●
1
2

■
1
0

JESCO搬出入
（高濃度ＰＣＢ汚染物）

  物 扱 関   出   降 マー  示  ：  管容   ( 管    )■、 管容  出(JESCO )☆、新    ( 管    )●、  ーナ    ( 管    )◎、  ーナ   出(JESCO )〇

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

3台目

上部カバー取外し第2倉庫(西)へ移動(2台目) 第2倉庫(中央)(内)へ移動(3台目) トランス養生仮上蓋切断内部点検 第2倉庫(中央)(内)設置(3台目)

第2倉庫(中央)外へ移動(3台目) （切断）（新上蓋取替）

装置運転(2台目) 配管取外し 配管接続(3台目) 装置運転(3台目)

イムノクロマト法（2回/日）

トランス切断(2台目) トランス切断(2台目)

★切断後仮上蓋入れ込み

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

公
定
法

公
定
法

上
部
蓋
解
放
時
作
業

環
境
測
定

G
/
H

(

内

)

作
業

環
境
測
定

公
定
法

公
定
法

公
定
法

公
定
法

第
2
倉
庫

(

中
央

)

作
業
環
境
測
定

公
定
法

公
定
法

現場搬出入
(汚染物用)

■
1
0

■
1
0

◎
1
0

●
1
0

■
1
0

●
1
0

■
1
0

●
1
0

◎
1
0

■
1
0

●
1
0

◎
5

JESCO搬出入
（高濃度ＰＣＢ汚染物）

  物 扱 関   出   降 マー  示  ：  管容   ( 管    )■、 管容  出(JESCO )☆、新    ( 管    )●、  ーナ    ( 管    )◎、  ーナ   出(JESCO )〇

     　　　：　     マ 法   、        運転  PCB 度    安   行    

 公 法　　　　 ：　「特 管  般  物  特 管 産   物 係 基    方法」   三  (洗浄 試験法)   、        運転  PCB 度      行    

      　：　    ガ        特  学物 関係　 ００ 　塩    ェ  (PCB)   方法 行 、     PCB 漏洩    、        ど く            

気化溶剤循環抜油運転
（2台目・３台目運転）

分析作業
 （作業環境測定、PCB濃度分析等）

作 業 項 目

残油抜油
（トランス本体の残油の抜油）

令和3年　4月

気化溶剤循環抜油運転
（1台目・2台目運転）

切断・解体作業
（2台目本体、仮上蓋）

切断・解体作業
（1台目本体、仮上蓋）

分析作業
 （作業環境測定、PCB濃度分析等）

トランス（2,3台目）移動
（第2倉庫(内)外・第2倉庫(西)へ移動、、仮・新上
蓋取替、トランス内部点検、トランス設置）

令和3年　3月令和3年　2月
作 業 項 目

令和3年　5月

残油抜油
（トランス本体の残油の抜油）

トランス（1台目・２台目）移動
（第2倉庫(中央)(外)・第2倉庫(西)へ移動、仮・新
上蓋取替、トランス内部点検、トランス設置）

⑥

⑦
⑧⑨

⑩

I

⑪

⑫

⑮
⑯

⑯
⑰

⑱⑲
⑳

J

㉑

㉒

㉓ ㉔

㉕

J

㉖

ゴールデンウィーク

⑬⑬

㉓

⑭

搬出入については調整中

搬出入については調整中

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

FAN

1台目

屋外へ移動

第2倉庫(中央)他へ大口径配管移動 グリーンハウス設置 門型クレーン設置

◆◆ ◆

G
/
H

(

内

)

作
業

環
境
測
定

現場搬出入
(汚染物用)

◎
1
0

JESCO搬出入
（高濃度ＰＣＢ汚染物）

  物 扱 関   出   降 マー  示  ：  管容   ( 管    )■、 管容  出(JESCO )☆、新    ( 管    )●、  ーナ    ( 管    )◎、  ーナ   出(JESCO )〇

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

トランス養生

仮上蓋切断内部点検 第2倉庫(中央)(内)設置

（切断） （新上蓋取替）

装置設置 装置運転(1台目) 装置運転(1台目)

（搬入・組立・設置） イムノクロマト法（2回/日） イムノクロマト法（2回/日）

大口径パイプ、仮上蓋切断 上部カバー移動 上部カバー切断 上部カバー切断 上部カバー移動 上部カバー切断

大口径配管移動
★切断後仮上蓋入れ込み

大口径配管移動
(1台目) (2台目)

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

上
部
蓋
解
放
時
作
業

環
境
測
定

G
/
H

(

内

)

作
業

環
境
測
定

公
定
法

公
定
法

公
定
法

公
定
法

第
2
倉
庫

(

中
央

)

作
業
環
境
測
定

G
/
H

(

内

)

環
境

測
定

公
定
法

公
定
法

公
定
法

公
定
法

公
定
法

現場搬出入
(汚染物用)

■
1
0

■
1
0

●
1
0

■
1
0

■
1
0

◎
1
0

●
1
0

■
1
0

●
1
0

■
1
0

◎
1
0

●
1
2

■
1
0

◎
1
0

■
1
0

JESCO搬出入
（高濃度ＰＣＢ汚染物）

  物 扱 関   出   降 マー  示  ：  管容   ( 管    )■、 管容  出(JESCO )☆、新    ( 管    )●、  ーナ    ( 管    )◎、  ーナ   出(JESCO )〇

     　　　：　     マ 法   、        運転  PCB 度    安   行    

 公 法　　　　 ：　「特 管  般  物  特 管 産   物 係 基    方法」   三  (洗浄 試験法)   、        運転  PCB 度      行    

      　：　    ガ        特  学物 関係　 ００ 　塩    ェ  (PCB)   方法 行 、     PCB 漏洩    、        ど く            

令和3年　1月

トランス（1台目）移動
（第2倉庫外へ移動）

グリーンハウスの設置
（第2倉庫(西)(内)）

令和2年　10月

分析作業
 （作業環境測定、PCB濃度分析等）

上部カバー、大口径配管、仮上蓋
切断解体作業（第2倉庫(西)(内)）

作 業 項 目

気化溶剤循環抜油運転（１台目）

令和2年　11月

第
2
倉
庫

(

中
央

)

作
業
環
境
測
定

第
2
倉
庫

(

西

)

作

業
環
境
測
定

資機材の搬入・事前準備
（電源盤、プレハブ等設置）

作 業 項 目

分析作業
 （作業環境測定、PCB濃度分析等）

残油抜油
（トランス本体の残油の抜油）

トランス（1台目）移動
（第2倉庫外へ移動）

仮上蓋を新上蓋へ取替え及びトランス設置
（仮・新上蓋取替、トランス内部点検、トランス設
置）

令和2年　12月

①

A B C

E

③
③

④

F

E

⑤

F

⑥

G
H

D

②

G HH

⑥

搬出入については調整中

搬出入については調整中
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

装置解体・搬出

第2倉庫(西)へ移動

装置運転(3台目) 配管取外し

イムノクロマト法（2回/日）

トランス切断(2台目) トランス切断(3台目) 切断中止
大気環境測定

大気環境測定結果待ち

底板切断

◆ ◆ ◆ ◆ ◆

公
定
法

公
定
法

公
定
法

公
定
法

第
2
倉
庫

(

中
央

)

作
業
環
境
測
定

現場搬出入
(汚染物用)

●
1
2

■
1
0

■
1
0

JESCO搬出入
（高濃度ＰＣＢ汚染物）

  物 扱 関   出   降 マー  示  ：  管容   ( 管    )■、 管容  出(JESCO )☆、新    ( 管    )●、  ーナ    ( 管    )◎、  ーナ   出(JESCO )〇

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

大気環境測定結果待ち トランス底板切断(3台目) 新上蓋切断               待 

  部  

JESCO搬出入
（高濃度ＰＣＢ汚染物）

  物 扱 関   出   降 マー  示  ：  管容   ( 管    )■、 管容  出(JESCO )☆、新    ( 管    )●、  ーナ    ( 管    )◎、  ーナ   出(JESCO )〇

     　　　：　     マ 法   、        運転  PCB 度    安   行    

 公 法　　　　 ：　「特 管  般  物  特 管 産   物 係 基    方法」   三  (洗浄 試験法)   、        運転  PCB 度      行    

      　：　    ガ        特  学物 関係　 ００ 　塩    ェ  (PCB)   方法 行 、     PCB 漏洩    、        ど く            

令和3年　7月

令和3年　8月

グリーンハウス解体・撤去

後片付け、現場復旧作業

作 業 項 目

分析作業
 （作業環境測定、PCB濃度分析等）

作 業 項 目

切断・解体作業
（３台目本体、新上蓋）

分析作業
 （作業環境測定、PCB濃度分析等）

トランス（３台目）移動
（第2倉庫(西)へ移動、設置）

気化溶剤循環抜油運転
（３台目運転）

気化溶剤循環抜油装置解体、搬出

令和3年　9月

切断・解体作業
（２・３台目本体）

保管容器移動

令和3年　6月

㉗

㊱

K

㉙

K K

㉖

J

搬出入については調整中

搬出入については調整中

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

大気環境測定結果待ち トランスコア切断(3台目)

門型クレーン解体 グリーンハウス解体

FAN解体

◆ ◆◆ ◆◆

G
/
H

(

内

)
作
業

環
境
測
定

JESCO搬出入
（高濃度ＰＣＢ汚染物）

  物 扱 関   出   降 マー  示  ：  管容   ( 管    )■、 管容  出(JESCO )☆、新    ( 管    )●、  ーナ    ( 管    )◎、  ーナ   出(JESCO )〇

     　　　：　     マ 法   、        運転  PCB 度    安   行    

 公 法　　　　 ：　「特 管  般  物  特 管 産   物 係 基    方法」   三  (洗浄 試験法)   、        運転  PCB 度      行    

      　：　    ガ        特  学物 関係　 ００ 　塩    ェ  (PCB)   方法 行 、     PCB 漏洩    、        ど く            

分析作業
 （作業環境測定、PCB濃度分析等）

第
2
倉
庫

(

西

)

作

業
環
境
測
定

二
次
汚
染
物
サ
ン
プ

リ
ン
グ

G
/
H

(

内

)

壁
面

拭
取

G
/
H
作
業
環
境
測

定

作 業 項 目
令和3年　10月 令和3年　11月

切断・解体作業
（３台目本体、新上蓋）

グリーンハウス解体・撤去

後片付け、現場復旧作業

K

L M

N

搬出入については調整中
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 上      管物

 対象物 
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 稼働中の分電盤等に囲まれた場所での作業となり、稼働中スイッチ類への接触に
よるビル停電の危険性があった 

 対    
 スイッチ類すべてにキャップを取付けるとともに、厳密な区画管理で接触を防止 

      
 作業に必要な電源をビル電源から確保する予定であったが容量の関係で使用不可
となった 

 対    
 作業用の発電機を持ち込むことで、期間中の電源を確保 

      
   階までのマシンハッチの開閉がビルテナントの関係で日中実施できなかった 
 対    
 資機材搬入・搬出及び廃棄物の搬出を全て夜間に実施 

     係      対  
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 作業スペースが狭く、天井の強度不足で吊具の取り付けができない。また、エレ
ベーター及びマシンハッチが小さいことから門型クレーンの持ち込みも不可だっ
た 

 対    
 組み立て式門型クレーンを新たに製作し現場に持ち込み作業を実施 
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     さ 、             カー              

 対    
 マ          、  物        出               
上   出       さ    管                、カー  
                   出 方法       

      
                     
 対    
                                    、  
            、                

      
         、            
 対    
                 管        、         度管  
   

     係      対  



63 

 

 

 

 

 

       出
             上  出

 対象物 
  管         
 対象物                    カバー    

             、            
             
   
           ：                 
  ：       ガ           
寸法：幅        奥行        高さ       
     
           ：                  
  ：         ガ           
寸法：幅        奥行        高さ       



64 

 

 

 

 

 

        寸法    

   

   



65 

 

 

 

 

 

  管           

    

    

       

           部    

      物  

        ー     

          部    ー     

    

       部  、   ー    、 ェ    、      

 ェ    

   ー    

上部  部  

     



66 

 

 

 

 

 



67 

 

 

 

 

 

        

 出  寸法            部 類

  ー バ           ー                                     



68 

 

 

 

 

 

          

  部    
    ーカー         、        カバー 
         

                       ー       

             

      部、     

              ー ー   

         ー ー                    

               容    



69 

 

 

 

 

 

転       ー     

転         さ        ー     部               ー     

      出

     マ           、  ー   上   上 



70 

 

 

 

 

 

      

   、                          さ       

    物

                  行     
     度     物         、
                 、       
         行   

  ー   類

   、    



71 

 

 

 

 

 

    

基  ：        
                           、     、   、       
                       

     度

                  

           上       

                  

             上       

                    

                      

  ：    



72 

 

 

 

 

 

      
 対象物周辺、搬出経路上に稼働中の電気設備、活線が存在した 
 対    
 電気設備、活線を養生し、感電防止 

      
 既設マシンハッチが全開できないこと、活線により地下搬出路の高さに制限が生
じた 

 対    
 海外製変圧器であったが、国内変圧器メーカーの協力を得て、取り外し可能な部
品及び切り取り可能な補強材を検討し、寸法の制約をクリア。

     係      対  

      
 長期保管を見据えて転倒防止のため対象物を床面にコンクリートで固定していた 
 対    
 床面と機器を切り離し、     事業所で処理が困難なコンクリートは可能な限り
除去。また、切り離した後の対象物の安定性を確保するため、事業所でもハンド
リング可能なトレイを新たに設計・製作し、運搬に使用。

      
 付属品が溶接接続タイプであった 
 対    
      配管                      、         洗
浄     、                         さ    、  
                          方法    
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      度       物 

      度       物 

試験方法：  度       物 関    方法     
         ー く     出試験 
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「  度       物 関    方法          
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       年度        年    

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

分析

☆：作業環境測定（総PCB/DXNｓ) ☆ ☆ ☆ ☆

現場搬入 ● ● ●

現場搬出 ●

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

分析

◎：GH内面拭き取り試験 ◎ ◎ ◎

☆：作業環境測定（総PCB/DXNｓ) ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

現場搬入

現場搬出 ● ●

JESCO　搬入

8月

10月

資機材搬入・区画整理

作業内容
9月

作業内容

事前分析調査
容器1～3分析・作業前環境測定

7月

グリーンハウス（GH)設置

保管容器の試験板への解体
（各容器底板1枚、側板4枚へ切断）

試験板の選定
試験板①容器1側面1/試験板②容器1底面

試験板2枚　各1箇所コア抜き
（事前分析位置近傍）

試験板コア輪切り切断

ファン設置・SUS板養生・
門型クレーン設置・容器の移動

二次汚染物ドラム缶分析
作業後環境測定

GH内面拭き取り試験
【試験項目：1回目試験（作業後）】

GH内面拭き取り試験/GH内作業後環境測定
【試験項目：2回目試験（作業後）】

GH内作業前環境測定
【試験項目：2回目試験（作業前）】

深さ方向のPCB汚染状況調査

GH内面拭き取り試験/GH内作業前環境測定
【試験項目：1回目試験（作業前）】

試験板①1切削/GH内作業中環境測定
【試験項目：1回目試験（作業中）】

原状復旧

試験板②1切削/GH内作業中環境測定
【試験項目：2回目試験（作業中）】

高濃度コンクリート荷姿製作

試験板移動養生・ドラム缶移動・
門型クレーン撤去・SUS板撤去・GH内清掃

グリーンハウス（GH)解体

試験板①,②表面抽出試験

資機材搬出

GH内面拭き取り試験（荷姿製作後）

点線：分析期間

Ｇ

Ｈ

内
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 保管事業場の一番奥の倉庫に保管されていたため、入場登録のための手続き
が煩雑であること、倉庫までの移動について、安全に留意する必要があった 

 対    
  管       、                     ー    
       安       

      
 高 度部                 く、  ー           
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          上    、               

     係      対  
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 事前調査時に確認できなかったドラム缶底部のスラッジがあり、    油をドラム
缶から装置へ移送する工程において底部のおが屑が攪拌され、ストレーナーに夾
雑物が詰まる事象が頻発した。

 対    
 ストレーナーを頻繁に交換、清掃し油を抜き取り。以降の作業においては、事前
確認時に油中の浮遊物の確認だけでなく、底部滞留スラッジの有無も確認し蒸留
作業を実施。

     係      対  


